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５０年目を迎えた
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立野ダムって
どんなダム？
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立野ダムでは
水害を防げない！



「想定外」の災害に備えて・・・

立野ダムが満水になったら、
８つの穴からダムへの流入量を放水

洪水調節できない

想定以上の水害には
役に立たない！



立野ダムの「穴」が
流木などでふさがる問題

「想定内」の水害でも

役に立たないばかりか
危険！



白川・大甲橋に引っかかった流木
２０１２年７月豪雨



穴のサイズは、幅５ｍ×高さ５ｍ



スクリーンのすき間は
２０ｃｍ



６年前の豪雨直後の大津町の取水堰







国交省：
・流木は浮くから穴はふさがらない。
・５ｍ以上の岩は洪水でも動かないから大丈夫。
・５ｍ以下の岩や土砂などは全てこの穴を通り
下流に流れていくから大丈夫。



九州北部豪雨 （２０１２年７月１２日）

阿蘇では４２６ヶ所の土砂崩壊



阿蘇カルデラ内で発生した流木や
土砂は全て立野に集中する！



洪水の時、立野ダムの穴が
流木などでふさがったら・・・

流木でふさがっ
たイメージ



立野ダムの穴が流木でふさがったら
総貯水量１０００万㎥÷毎秒２３００ ㎥

＝１時間１３分で満水

■ダム下流の洪水流量は、満水になった時

０から一気に最大に上昇！

満水の時に地滑りが起きたら・・・

ダム津波が下流を襲う！



立野ダムは
災害をひきおこす！



立野ダム建設計画
半世紀の軌跡



１９６９（昭和４４）年

立野ダム予備調査着手

４０年以上、ほとんど
ダム工事は進んでいなかった
（長陽大橋など付替え道路など）



立野ダム建設が動き出したのが
「コンクリートから人へ」のマニフ
ェストで政権交代をした民主党
政権が始めた「ダム事業検証」

２０１１年

全国のダム事業の検証を
国土交通省に丸投げ



立野ダム事業検証（２０１２年）

他の治水対策よりも立野ダムの方が
最も「安くて早い」という
国交省による国交省のための
結論ありきの検証
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熊本市・大津町・南阿蘇村で
３０名が発言 ２０１２年９月２２～２４日



立野ダム公聴会では、

流域住民３０名が発言し、

全員が立野ダム反対意見

立野ダム賛成意見は０名



国土交通省の「立野ダム事業検証」

・「立野ダム案が最も有利」との結論

・熊本県知事、熊本市長らも立野ダム容認

・熊本県議会、市議会も立野ダム促進決議

事業者が、自分の事業を

自分で検証することは不可能



その間、白川流域は
２度の大災害に
見舞われた



阿蘇で「1000年に1度の降雨」

白川流域を襲った九州北部豪雨
２５名が死亡・行方不明

（２０１２年７月１２日）

２５名は全て阿蘇地域
での土砂災害による



龍田陳内４丁目

２０１２．７．１２



１６０戸
が浸水

２０１２．７．１２



その後の河川改修で、
白川の流下能力は
大幅に向上

２０１２年７月の豪雨が
来てもあふれません！



写真：熊本日日新聞

改修前の流下能力

毎秒１９１０トン

２０１２年７月１２日洪水

毎秒２３００トン

改修後の流下能力

毎秒３４２５トン



なぜ大半の住民がいまだ不安なのか？
それは国交省が説明しないから！

熊日新聞 2018.6.27



河川改修で、白川は各地点で
毎秒１０００～２０００トン

流下能力が増え、あふれなくなった！

国交省はなぜ住民にその
ことを説明しないのか？

立野ダムの洪水調節能力は、穴がふさ

がらず機能したとして毎秒２００トン



熊本地震後
立野峡谷は

どうなっているのか？



白川

黒川

阿蘇大橋崩落現場

立野ダム水没
予定地

立野ダム本体
予定地

鮎返りの滝



土砂崩壊がさらに進む立野峡谷
熊日新聞 ２０１９年４月１２日付



仮排水路出口
付近の亀裂

新たな亀裂
2019年4月確認



北向山頂上付近の新たな亀裂
2019年4月確認



２０１６．４．１９撮影

国交省：「この断層はダム本体から
５００ｍ離れているから大丈夫」



地震前 地震後
立野ダム水没予定地



①熊本地震前に立野ダムがで
きていたら、ダムは土砂や流木
で埋まり、災害をひき起こして
いたはずです！

②この下流にダムを造って、

水をためれば、明らかに地
滑りが起きます！



立野ダムは
災害をひきおこす！



２０ｍ

大甲橋上流

２０１３．２．２３撮影

改修で川幅が広まり
流下能力大幅に向上



川底に大量の土砂や
火山灰がたまって流下
能力が低下している



２０１９．６．１２撮影



まとめ

今後、白川で必要なことは・・・

①川底にたまった土砂の撤去

②土砂災害対策

③流木対策（森林の保全）

④河川改修・遊水地の整備など

ダムによらない災害対策



●中島煕八郎先生の講演
●シンポジウム（２５分）

※ご質問、ご意見は
簡潔にお願いします！

このあと・・・



安全で豊かな白川と
阿蘇の大自然を手渡すために・・・



●シンポジウム（２５分）

※ご質問、ご意見は
簡潔にお願いします！
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